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情報処理勉強会 第一回教材

Q1.IPアドレスは，利用目的などに合わせてA，B，C，D，Eの5クラスに分類されています。では，IPアドレス「148.108.62.95」が属するアドレス・クラスは，次のどれでしょうか？


1. クラスA
2. クラスB
3. クラスC
4. クラスD

Q2.通信回線を使用したデータ伝送システムに M/M/1 の待ち行列モデルを適用すると，平均回線待ち時間，平均伝送時間，回線利用率の関係は次の式で表すことができる。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回線利用率 

　平均回線待ち時間　＝　平均伝送時間 × ──────── 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 - 回線利用率 

　回線利用率が 0% から徐々に上がっていく場合，平均回線待ち時間が平均伝送時間よりも最初に長くなるのは，回線利用率が何%を超えたときか。
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Q3.網羅率とエラー率の組合せによって、プログラム品質を評価した。図の網掛け部に位置付けられるプログラムの評価として、最も適切な記述はどれか。
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　ア　一般には品質が良いと判断されるが、例外処理がテスト項目に含まれているかどうかの確認が必要である。
　イ　エラーの収束状況が分からないので、この評価方法ではプログラム品質について判断できない。
　ウ　エラーの発見率が少なすぎるので、テスト方法に問題があると判断すべきである。
　エ　網羅率が高いので、テストは十分である。これ以上、テストを続ける必要はない。
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